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Ⅰ 団体の概要及び研究の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東京都知的障害特別支援学校・特別支援学級設置学校を対象に、体育・

保健体育に関する研究の推進と共に、各種競技の普及、スポーツを通じた交

流機会の企画・振興を図ることを目的とした団体である。団体発足の直接の契

機は、昭和 34 年の第１回特殊学級球技大会（参加校…青鳥養護学校、荒川

一中他１０学級程度）である。以後、現団体名に至るまでに、運営方法や団体

名が変わりつつも「知的障害のある児童生徒にも、多くの運動・スポーツの機

会を」という発足当時の願いを引き継ぎ、知的障害のある子どもにとって分かり

やすいルールや運営方法について研究を重ねてきた。現在では、陸上競技、

キックベースボール、ソフト・ティーボール、バスケットボール、サッカー、バレー

ボールの各種大会や指導者講習会等、年間を通じて主催している。 

令和 4 年度からは、保健体育授業、運動部活動の指導、各種競技大会の

充実に向けて、体力・運動能力等の実態把握、体育・スポーツ、健康に関する

本人意識に関するアンケート調査等、基礎的調査も実施し、知的障害のある

児童生徒の実態の見直しを図っている。 

本連盟が令和６年度に大学との共同研究実施した、体力・運動能力とヘル

スリテラシー※との関係性についての分析では、ヘルスリテラシー（12 項目）と

体力・運動能力、「高い群」「低い群」ともに同様の傾向（「高い群」の方が「低い

群」と比して、「簡単」「やや簡単」といった肯定的な回答）が見られた。 

特別支援学校学習指導要領の第 1 章総則第 2 節教育課程の編成で

は、学校における体育・ 健康に関する指導について、「生徒の発達段階を考

慮して、学校の教育活動全体を通じて適切に行う」としている。特に、「学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 知的障害がある生徒の体力・運動能力と健康意識に関する研究 

   ～ゴール型競技の普及に向けた実践と課題①～ 

における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、 安全に関する指

導及び心身の健康の保持増進に関する指導については、保健体育科、

家庭科及び特別活動の時間はもとより、各教科・科目、総合的な探究の

時間及び自立活動（知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援

学校においては、各教科、道徳科、総合的な探究の時間及び自立活動）

などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること」 とされ

ている。今後は学校教育を通じていかにヘルスリテラシーを醸成していく

かについての検討が必要である。また、各競技への参加者、支援者の意

見、感想を通じて、今後の特別支援教育における体育的活動の改善策に

ついて、模索し続ける必要がある。 

 その意味で、本連盟が主催している「東京都特別支援学校・特別支援

学級設置学校 総合体育大会」は、生徒の健康意識、生涯にわたりスポ

ーツと関わる意欲を育むために、重要な位置づけを担っていると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

※「ヘルスリテラシー」 
⇒「よい健康状態を推進して維持させられるような、情報にアクセスし、理解
し、利用するための個人の意欲と能力を決める認知的社会的スキル」 

 
Don Nutbeam（2000） 
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Ⅱ 研究の目的 

 

 

Ⅲ 研究方法 

 

 

Ⅵ 結果 

 

Ⅴ 今後の課題と展望 

 

＜令和７年度連絡先＞ 

団体名  東京都特別支援学校・特別支援学級 

設置学校体育連盟 

代表者 

所属 東京都立葛飾特別支援学校 

職 氏名 校長 村山 大介 

連絡先 ０３－３６０８－４４１１ 

事務局 

所属 東京都立港特別支援学校 

職 氏名 指導教諭 石川 敦士 

連絡先 ０３－３４７１－９１９１ 

 

ⅰについては、京王アリーナ TOKYO で実施されたサッカー（11/4）に

参加し、アンケートに回答可能な高等部生徒 43名に、二次元コードに

よる満足度等に関するアンケートを実施した。 

○参加者（当事者）の意識に即した大会運営と卒後の運動継続意欲 

 参加者の 63％が「満足」以上の回答をしており、卒業後もこのよ

うな機会があれば参加したいという回答は 37％であった。ルール

上、サッカーよりも競技者が少なくても参加しやすいこと、男女混合

でも参加しやすいことなど、各校の大会参加への障壁が下がり参加の

満足度が 60％を超える一方、卒業後の大会等への参加意欲は 40％に

満たず、その要因については今後も分析・検討が必要である。 

○各学校での指導の取組とその方向性 

 今回のサッカー大会では、オープン、ビギナー、スーパービギナー

エンジョイ、ドリブルシュートの 5つにクラス分けをした。障害の程

度に関わらず、あらゆる形式でゴール型競技への興味や関心が高まる

ような工夫が、本人の参加意欲を育むために必要だと考えられる。ま

た、基礎的な技能を丁寧に指導するだけでなく、日々の授業や部活動

の中で、ゴール型のスポーツをするだけでなく、見る、応援するとい

った楽しみにつなげていくことが、生涯にわたりスポーツと関わる態

度の育成につながると考えられる。 

 

 

本研究では、以下について明らかにし、今後の会運営、特別支援学

校・支援学級での指導の方向性を見出すことを目的とする。 

ⅰ サッカー大会参加生徒の満足度と卒業後の運動継続の意欲 

 

ⅰ．参加者（高等部生徒）の満足度と卒業後の運動継続の意欲 

 

  

 

 

 

 

 


